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資料1. 「初任者研修試行J実施校の実態 J三三＼~fii·!g 
※ 長岡支部の分会訪問、アンケート、集会での声を集約したものである。

(1) 子どもの目から見ると

・自習が多くなる。例えば、美街の自習監督に社会の先生がついていても指導にならない。

子どもにとっては大きな問題。

• 4月当初の大事な生徒総会に出張でEいなかった。運動会練習に担任がいなかった。→次の

日の練習内容は教師より子どもの方が知っていた。行事の事前指導の時はいたが、当日は

いないととカfあった。

・「00先生は今日も休みかJ「先生今日ち苗張だよJ「初め出強を喜んでいたが、大変だJ

対象教員は「寂しいJ気持ち。子どもの人間関係をつくるのが図録。

・代わりの先生がきてむしろ喜んでいる。先生がいなくて困るという実感がない。変化があ

る乙とを楽しんでいる。担任としての影がうすいのではと心配だ。

・授業が遅れる。一人配置校は非常勤がくるが穴埋めでしかない。

・同一単元を2人で遣う方法で指導される。指導計画が分断され、子どもの興味・関心が薄

れ、戸惑勺ている。

(2) 父母の目から見ると

・父母は学校のとと、先生の乙となどよくわかっていない。特に中学校では制度を知らない。

．「わたしたちのクラスの担任は出張が多いJ一一いないという ζとで子どもは喜ぶが、親

は困る。

・家庭訪問期聞に出強一一訪問計画の変更

・「母と女教師の会J「働く婦人の会」では、中身を知りたいという声が多い。

(31 対象敬員は、

。制度について

・対象者になって良かった。〈%位）しかし研修のあり方を考えなければならない。

・鹿れる。家に仕事を持ち帰り（レポートなど）、非常に寵れる。

・プラスマイナスゼロの制度ではないか。

・校内でもっと学ぶ乙とがあるはず。

・中学校は副任になっているので精神的iζ楽だが、小学校の担任は信頼を得にくいので大変

だ。

・前歴があるのに副任でクラスが持てず残念だ。

・集められたほうが楽、現場は多忙である。

（次ページへ）
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。子どもとの関係では

・子どもと接する時間が少ないため、朝は阜く昼休みは長く教室にいる。放課後時閣がなb、。

・週2・3回の出張があったとき、進度が遅れ、子どもたちからの信頼はどうか不安である。

・行事や大会、部活に出られない。

・忙しくィ’ライラして子どもにやっ当たりするととがある。

・出張するとき自習計画がプリントばかりになるので、子どもたちに申し訳ない。自習計画

もネタ切れになる。

・進度での問題が生じないよ弓Iζ．非常勤講師と交換日記をてけている。

o内容について

• 4・5月の研修は講義lζダプリが多い。講護ばかりである。

・パソコン講習は、全員がさわれなく、しかも知っている人にとっては遊びの時間であった。

．教育実習や大学の時学んだとと大差なし。

・県も中越も校内もダプリ；が多い。 10 5日は多い。

．同一教科の先生とのふれ合いがない。

・自分が受けたい内容を受けたほうがよい。

(4) 指導教員I~

・今までの新採の接し方と考え方（相手は若いんだ｝を変え．すぐ一人前の教員にしなけれ

ばならないと考えるようになった。

・中学校は教科が遭うので．出強時は指導ができない一一一自習時間は正に自習そのもの。

．自分自身の出張もあるので大変。

・教師の仕事をもっていて指導するのは、過重負担である。

．対象教員は忙い、。

．ズプの新採と経験のある新採を同一指導するのはどうか。

．授業が切れてしまう。

・前向きに工夫せざるを得ない。

・同じ組合員という乙とで一一志音の報告ができない一一不安である。

(5) 同僚は

・決まった曜日に出張や校内研修があり、その曜日に全校行事が組めない。

．空き時聞がなくなる。

・指導教員でなく教科部で世話しているが、教科部が多忙だ。

・全校体制とは言葉はいいが．仕事量が多くなってきた。

・与えられた研修ではど今かな、自分で盗んでやるものだ。与えられたものは進歩がない。

．単なる自習時間は問題だ。

（次ページへ〉
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・心労多く大変だ。

(6）枝長・教頭は

・｛ ζれだけの金をかけて）今の段階では冨わないが、 t：年経ったら言うべきことがある。

．拡充しないで欲しい。

• 1 0 5日は多すぎる。
・指示iζ従ってやれば無理な面がある。

．本実施はできないだろう。

・洋上研修、 11月実施は反対。

・非常勤講師が下手に入るより現状のままが良いと判断｛全校体制で）し、非常勤講師を断

った．非常勤講師の待遇改善をしてや百なければダメ。

・先生方がノイローゼにならないように工夫している。

・学校行事を対象者に合わせて変更せざるを得ない。

・出張が多く自習が多い。授業の読れが切れてしまい、子どもは戸惑う。

・学級経営が断続的になる。

・教頭の仕事にプラスで多忙だ。

・宿泊研修は良いだろうが．時期が問題だ。

．対象教員1人iζ指導教員 1人をあてるべきだ。

．内容は必ずしも官制的ではない．

・前向きに受けるしかない。

・研修は必要．視野を広げるためもよい。

資料2. 初任者研修中の教師からの訴え

第37次教育研究県集会20分科会のレポートより

BS Nニュースより（全文は次ページ）
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ある教師から鹿児島教組への手紙

前略、 C多忙は毎日と思いますが、これから書く事がそちらの活動に投立てばと思い乱筆はがら投

書したしだいでございます。

最初に大声で「助けて下さいJと叫びたい...・..0 

私は援用抵験にやっと合格となり、今年の4月ある中学按に初任綬として勤罰するととになりまし

た。私は胸ぞ弾ませて勤話先i乙臨みましたが、そ乙では苛酷は日々が待っていたのです．その掌授は

初任者研修抱行の指定を受けていたのです。初任者研修制度施行については昨年から新聞等で報道さ

れる等、だいたいの乙とは分かっていました。その内響は現場の臨員なら、どんはに残畠f,t内脅であ

るかが理解できましょう。それで6「56人だけだから」となかば無関係なととし無責任はととく

人事のように聞かされたとき、私は途方にくれたのでCざいます。最初に勤膏先に出向いたとき「ゐ

め先生は、優秀は人材なんだJと56人に選ばれたととで、そう思われてしまったり、 「かわいそう

に！ 1年間、我慢し信さいJ同情して下さったりする先生方の異様な雰囲気でした。まず、 H ・H ・とれ

らの実績はすべて、指導講師が記録し、提出する乙とにはります。指定位に配属されなかった他の初

任者と比較して、どんはに辛いものであるかが御理解いただける乙とと患います。……ほほ、乙のよ

うな毎日が続き、朝から晩まで息っく躍もなく働いています。乙のようは日々の申、私は生徒の名前

すら数人しか覚えていません．他学年の先生の名前すら覚えられとEいぐらい忙しいのです．学使その

ものが忙しし職員会議でもプリントか左から右へ疏れるだけで、とて色会謹という名のつ〈色ので

はありません。官理されている学僚の申で、私自身、更にひとりの管理酪を付けさせられ監視されて

いるのです．それに加えて、他の先生方の仕事色多すぎるのです．乙んf,t学授での毎日は、私にとっ

て苦痛のなに色のでもありません．毎鋼、学医i乙行〈のがとても辛いです。……

今、毎日、精神安定~Jを服用しはがら疫棄を行っている。もう肉体的に色精神的lともポロボロの状

態である。いっとうに学校にはれることができず、年閣の初任者研修の計画だけが着々と作られてい

く．

乙れだから便業をしていても面白くないa私はどζか逃遊行してしまいたい気持ちだ．学按に伺の

魅力も持てはくなり、いつ学授をやめて6おかしくない状態である。色う乙んとE制度は今すぐ止めて

ほしい．……

資料出所：日高教教文郎
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資料3. 昭和62.年度県教育委員会所管の研修計画

穐 )JIJ 対 象
期間 昭和62年度

健 旨 所管諜・所
日数 派遣・受諸人数

新採用教員に対し

て、教師としての心

6日
議え、服務・勤務、

義務教育課

新採用教員研修 新規採用教員 ～ I.倒5人
学習指導、その他学

高校教育課
校教育の専門的事項

25日
Iζ関する研修を行

保健体育課

い、その資質及び指

導力の向上を関る。

教識経験5年の教

員iζ対して、教育課

程、学習指導、生徒

指導、その他学校教

2 2日 育の専門的事項及び 袋務教育課

教職経験者研修 l 5年経験教員 ～ 937人 当県における学校教 高校教育課

6日 宵の課題や実践上の 保健体育課

基本研修 諸問題等について研

修を行い、その資質

及び指導力の向上を

図る。

中堅教Htζ対し
て、当県における学

校教育の課題や実践

上の諸問題、学校の

管理運営等及び教育

3 
10年経験以上の

1日 課程、学宵指場、生
義務教育課

教聴経験者研修2 291人 徒指導その他学校教
教員

3日 育の専門的事項につ
保健体育課

いて研修を行い、指

導力の向上を図ると

ともに、教駿l乙対す

る自覚と喰見を高め

る。

法令等によって定

められている校長、 総務課

1日 教頭、主任等の臨位 袋署著教育課

～ 3.邸4人 にある教員』ζ、聴買 高校教育課

5日 遂行のために必盟な 保鑓体育課

校長、教頭 知議・技能等を脅m.校野センター

専門研修
教諭、餐謹教論、 させる。

tJJ鋳聡員、司E号、 行政指導的立働か

学校栄養職員、 仏教科、道徳、特

用務員等
1日

別活動等教育課程の
義務教ff諜

各領域iζ閲する内容
2 ～ 8，お8人

及び生徒指導、進路
高校教育課

21日
指導、教育相談等各

保健体育課

極の教育指導Iζ関す

る内容Z撃について。

（次ページへ）
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fin 男リ 対 象
期間 昭制62年度

也 旨 所管課・所
日数 派遣・受講人数

専門的な知識・銭

能等を符得させる。

主として選択希望

方式により、高度な

専門的内容から基礎

専門研修 的・3基本的内容まで

3 ~ 年日 3,349人
多様な内容を悶意す

教育センター
ることにより、研修

意欲を充足させ、専

門職にふさわしい識

見・能力を伸長させ

る。

教識経験6年以 初等・中等教育の

上、 40歳未満の 実践にかかわる総合

者で、本人の希 的・専門的研究を通

教育大学大学院へ 望tζ基づいて、 して、学校教育l乙関

の派遣 市町村教育委員
2年 30人

する理論と方法の研 .a務教育課
〈上値教育大学大 会から縫胸さ 究・実践能力の伸長

学院） れ、県教育委員 を図り、学校現燭i乙

会の選考で選ぱ おける教育活動の推

れた教員 進力となるための力

量を高める。

内地留学派遣 各教科等I乙閲する

新潟大学大学 2年 研究課題の解明を図

院、新潟大学、 1年
30人
るとともに、教育内 義務教育課

上館教育大学
n 

帥当月 容・方法、その他教 高校教育課
寸h軒 幼〉月 育会般についての識

派遣研修
見を高める。

各教H等i乙関する
実践的な研究発表や

各四よ~~・講習、
それぞれの講 1日 講習の鳩に参加させ 義務教育課

大会等への派遣
座・講符等の飽 ～ 267人 るζとによって、研 高校教育課

旨にかなう教日 3日 修意欲の高傷、資 保健体育課

質・能力の向上を図

る。

諸外岡の教育文化

長期 それぞれの派遣 30日 19人 及び社会等の実情を

海外教1f事 条件にかなう教 観察し、同際的視に

ffl視察派遣
阿国圃圃圃圃圃圃圃圃

民 に立ったものの見方 義務教育課

短期 16日 47人 及び教職lζ対する誇 高校教育課

りと自覚を高める。 保健体育課

派遣条件にかな
英語担当教員とし

英語教員海外派遣
う英語担当教員

劫当月 6人 ての資質・指導力の

向上を図る。

〈注〉・新採問教日研修の受講人数の中には、初圧者研修の試行ら含む。

・乙の研修計画における数字は、 61年度末の予定数であるため実総数とは若干の~いがある。

資料出所、県教委
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資料4. 第112国会に提出された「臨教審J関係諸法の「改正J案

事宣育公務員4事例訟などー館 ra:r』z 数宵.，.免E守法などー飽 ret:iE』z
組方書量宵行政の組鎗忍び遺営に
関する滋t章一g 『a!iE』a

内 軍軍 悶悶点 内 望事 !Ill.Ill点 内 容 間組点

I>初任者研修制度 惨初任研制度は． I>免S干伏の三段島署 b’t闘の曽過免S干 上司iPftU主将袋 砂初ff者研修の全
を法制化 初任者の敏闘を 1 相ll'lfヒや敏民にti:状 l. 2舗をJ:&< 民会のtt宵民をt’ 耐実施．般民免S干
l.任命御手TにfJi 年間 r条件付録周 会人を活用する週 し．まr.IMによって f.I:化する のランタづけとい

保教員の初任字予研 自耳目司』という不安 を開〈ζとを法自国l専修．一線．二組 Z、郷道府県Ulぴ った1liたr.cflLAの
修をft務づゆる 定'.l身分におtL fヒ の三段悶に絡~づ 市町村のぬ宵~u 倒家銃剣.ruの

z.初日常の所民 文書5符や約mm 上自治免a干状の けることをねら 会の紋宵侵に・4fl! 九arnがftJ.i:≪ 
する学校の敏繍． 会が2終結する研修 相鯛を理事修免S干状 う．これは、教員 の任期&llを：将人す 同支緩敏宵を徹底

数a曲、m師のうち を礎務づけるも ｛大学院修士卒｝． 間にt暗たは絡援を る させるために．ぬ

から指i,1Jf!!Aを任 の．政府自民党は． -fl免S干状｛大学 つ〈るばかりか、 何委員会の体制強

命する.f錨噂般向 政府・財界に従順 l'l"＞.ニ栂免許状 級輸鍋のー致した 化をはかるもの．

は．初任者に対し '.l敏師づ〈りをね ｛燈大~）に改め とり〈みを開銀に そのため紋JJ艮に
て術専・助認をお らい‘研修の成績 る する 行政のプロを光て

こr.tうことを明文 で教師に保fflする z. n会人活問の 砂符n:J免S干状符別 ょうというのがね

{I: ri式繍制度』の爽 ため．符JPl~I干貌 非常勤舗臓の側鐙 らい

3.初任事7研修を fjを主殺してき
受切るft伐の条件 た．初任研はζの

や免訴状を待師制た度は 1:. rftA重量成は
い非術動腸 大学でおこ'.lう」

t閉店直衣決定｝

付録fflWI聞を 1勾E具体化
とする

をmける という申書後教員獲

成の原則を〈ず 値時敏Q改!lift進会1111!1:置滋a
4 .lJJf{・荷捌修を、 b生涯にわたqで し、級官rの多織化 内 容 ll!Jml点
経織に応じて1U塩 教員に行政のおζ
する体系的信研修 '.l う研修をう It~
の一環とする せることを法仰上

決める．現行法で

研修は自主的なも

のとしているのに

たいし、 ζれは任
命植者がおζr.cう
研修の一環として

位置づけるという

にみあう安易r.t敏

民自t壊をねらうた
むの

3、曾過免E干状の 砂教育条件の充実
取得に必硬な専門 を自民会にした大相

ft ff科目の1事位敵 期位t舗は、一般の
をr道徳’t宵Jrt事 大学・字tJIでの免
jJIJ活動J'.lどを中 S下取得を図.にす
心に引書上げる る..ill億四E位を必

修にするぽど臨敏

b臨時紋宵署J.111会 ’砂竃注と敏脅3邑＊
｛昨年SJ-)解散｝ 法にもとづ〈’.，量

の答申をうけて実 民主敏宵の「総決

B値される rttJ'Jil!r ’E』＝総否定を創
1(i」緒方績を、あ った．臨鱒敏育事F
と押しする内閣氏 滋会中を総曽観司止するも
属の樋関．総理府 の． 前箇倒

に.＆Illされ、明務 の強い婆utでIHI
同は文ti省に置〈 が決定された

自主役否定を明文 容のもとめる関家

化するもの 定駆的道徳を教員

.成の段階で身に

つIfさせようとす
るもの

学4宣敏官智治－1115ra:r』窓 国立学級股·~量－sa raiE』窓

内 容 問問点 内 をZ 問問点

l、高等学伎の定 9'>111健'11高佼を3 I>~’土l!H'lだけの ’~ll!llJlr.C （鎗会
時制．通信制の線 -'i:で.$震でeるた 総合研究大宇院大 的r.cftn研究織能
Iiの修llt手取をこ めのmm.従来の 学を紙2置する もはいはど従来の

れまでのUI！以上 定過敏宵の切り槍 犬繁のあり方とは
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「初任者研修J完全実施のための経費資料5.

「赤旗」 1988. 3. 16より

県内私立高校初年度納入金

(63年度値上げ予定枝＝ 1月28日現在、県文哲学事課調べ）

61年度

62年度

アップ率

新発田中央｜北 越｜清心女子｜東京学館

21s.soo I 334,aoo I 324,ooo I 3η，400 
2伺，sooI 354,aoo I 3s4. ooo I 3部，000
s. 7% I 6. 096 I 9. 396 I 4. 296 

資料6.

新潟日報63.J .29より
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